
















　　　海洋探査







　この世界には、世界外から十二の呪具が送りこまれているという。

　それがどこにある、どんな性格のものかは分からない。だから探して壊す、それを気長にやっていくしかない。

「そろそろ他の大陸の発見も視野に入れないと駄目だと思うんですよ」

　ある日のこと、書斎に大きな地図を広げながらティナーシャはそう言う。

　地図は魔法大陸アイティリスと東の大陸ディスカルダの両方が記載された大きなものだ。彼女の生徒である兄弟、ロツィとファラースが興味津々の顔で覗きこむ。

「すごい。こんな風になってるんだ。二つの大陸が載ってる地図なんて初めて見たよ」

「私が作りましたからね。売り物じゃないです」

　あっさりと言う魔女に、兄のロツィが驚愕の目を向けた。

「え……ティナーシャ、そんなこともできるんですか……」

「長命状態で世界探索が必要な以上、絶対この技能はないと困ると思いましたから。学んだんですよ。測量は魔法でやってますけど」

「ちなみに俺はできない」

「オスカーはものによっては大雑把ですからね……」

　彼には細かく繊細なところもあるが、少なくとも地図を作る能力はない。そのことを幼い兄弟も察したようだ。ファラースが無邪気に笑う。

「オスカーの作る料理って工程が一つか二つしかないもんね」

「別に省略してもいいかと思うんだが、味に差は出るな……自分だけが食べるならまあいいかと思ってる……」

「二人いるんですから、できることは分担すればいいです。──で、本題に戻りますと、そろそろ残る大陸三つの場所特定に動きたいなと思ってます」

「別の大陸!?　そんなのあるの!?」

「ありますよ。大陸分割神話を教えてあげたでしょう」

「えー、神話でしょ、あれ」

「神話だけど事実ですって。この大陸のこの辺とかこの辺とか、神の槍で焼ききった痕跡がそのまま残ってますよ」

「うそ、見たい見たい！」

「じゃあ今度連れて行ってあげます」

「また脱線してるぞ、ティナーシャ」

「あ」

　脱線を承知でティナーシャが二人の兄弟を同席させているのは「子供に世界の広さを見せておきたい」という理由だろう。ティナーシャはテーブルから離れると、壁際の大きな箱に向かう。そこから銀色の金属でできた大きな流線形の物体を取り出した。二人の兄弟が沸き立つ。

「何それ！　魚!?」

「魚の模型ですか！　え、でっかい！」

「これは魔法具です。海に投じて海洋を調査させます。島や大地を見つけたら座標を取得して戻ってくるという作りです」

「ああ、なるほど。それで残る三大陸を探査しようというのか」

「こっちの大陸の調査と並行して行った方が時間の短縮になりますからね。量産予定ですが、とりあえずはこの一匹を。──あなたたち海に投げてきていいですよ」

「いいの!?　すごい」

「崖上から投げて壊れませんか？」

「丈夫に作ってあるから平気ですよ。くれぐれも自分たちが落ちないように。なんだったら命綱をつけてやりなさい」

「はーい！」

　兄弟たちは大きな銀色の魚を協力して受け取ると外に駆けていく。その後ろ姿を見送ってオスカーは笑った。

「楽しそうだな」

「自分の知らない世界がある、ということを知るのはよいことです。思考に幅が出ます」

　彼ら兄弟がこの大陸の外に出る日は来ないだろうが、それでも二人で魚の魔法具を海に投じた記憶はずっと残るだろう。オスカーは、自分の少年時代の記憶、遺跡に潜ってその景色に感動したことを思い出す。







　ティナーシャが海に投じた魔法具は、十年間で三十匹にのぼった。

　そのうち二匹はある同じ大陸についての情報を持ち帰り、二十八匹は帰ってこなかった。

　遠い未来に、二人が関わることとなる──また別の話だ。
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